
様式１
頑張る地方応援プログラム

都道府県名 青　森　県 市町村名 新　郷　村

プロジェクト名 有機の里づくり 新規・継続の区分 継続
（目的、概要）
　家畜排泄物処理法の施行に伴い、専業大規模経営の多い当地域の畜産農家における、家畜
排泄物の適正処理を促進するため、有機資源センター新郷が整備されています。
　近年、食の安全安心が求められる中で、当地域では、有機資源の効率的活用と健全な土づくり
の推進による「安全安心、新鮮でおいしい新郷野菜」の生産を目指し、環境保全を考慮した資源
循環型の「有機の里づくり」を展開中です。
　有機の里づくりプロジェクトの推進は、「有機資源センター新郷」を核とし、畜産農家と耕種農家
との連携を強化し、健全な土づくりによる安全安心な農産物の生産供給体制を確立するもので
す。

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（具体的な成果目標）
資源センター堆肥の利用数量H18年度1,910ｔ→H23年度3,800ｔ

資源センター堆肥散布車利用数量H18年度890台→H23年度1,400台

家畜排泄物適正処理量H18年度3,700ｔ→H23年度10,600ｔ

良質堆肥の生産数量H18年度1,330ｔ→H23年度3,800ｔ

プロジェクトの 平成１９年度～平成２３年度
（５箇年計画）

政策分野の分類
⑩環境保全プロジェクト

期間 （①～⑪）

住民への公表の①URL

方法（ホームぺ http://www.net.pref.aomori.jp/shingo/06public/ganbaru/ganbaru_main.html

ージアドレス等） ②広報しんごう冊子

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名　　称 事業概要
事業費

（単位：千円）

有機資源活用
促進事業

○新郷村有機の里づくり委員会を中心に、有機資源センター新郷の良
質堆肥を投入した実証試験圃（７品目）の設置等によるデータの収集・
活用による新郷村有機の里づくりプランを策定し、普及活動の強化に
努める。

○良質な堆肥使用による安全安心な農産物の生産を図るべく、農家に
対し積極的かつ継続的な投入を促進するための助成を行う。また、高
齢化する農業生産者に対し、堆肥投入に要する作業労力の軽減策とし
て、高速堆肥散布車の利用助成を行う。

○世界的なバイオ燃料の開発・活用が進む中での、家畜用飼料の高
騰が畜産経営に大きく影響し、大規模経営ほど窮地の状況にある。「畜
産の村」として、その経営安定と家畜排泄物の適正処理及び耕畜連携
の「有機の里づくり」推進のため、有機資源センターへの原料堆肥の搬
入に対し助成する。
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その他の特記事項
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